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イベント・行事

仲間との絆を深める、
思い出の「林大生」生活の１ページ。

木や森の「学び」と「暮らし」に会える場所

4月
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6月
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7月

7月
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10月

10月

10月

11月

2月

1年生  屋久島研修

2年生  国内（北海道）研修

ハスクバーナ トップガン研修Ⅰ

1年生  御嶽登山（樹木学実習）

水無神社例大祭（みこしまくり）

オープンキャンパス

オープンキャンパス

寮祭（木望祭）

木曽町駅伝大会

ハスクバーナトップガン研修Ⅱ

三林大対抗伐木選手権大会

雪灯りの散歩路

本校では、学生全員が入寮し、自主的運営による共同生活体験を通じて、
有能な社会人となるための人間形成を図ります。また、地域・地元のイ
ベントにも積極的に参加しています。

長野県林業大学校のある木曽地域と、中央アルプスを挟んで隣接する上伊那地域・南信州地域、そして両
地域をつなぐ塩尻市には、森林や林業に関する教育機関や試験研究機関が集積していることから、木や森
に関する学びや起業を目指す人たちが全国から多く集い、緩やかにつながりつつ、多様なコミュニティを
形成しています。

長野県では、このエリアを「木曽谷・伊那谷フォレストバレー」として、関係機関の連携による質の高い学びと交流の機会の提供を通じ、
新たな時代を支える人材の育成とイノベーションの創出を目指しています。

岐阜県立森林文化アカデミー、京都府立林業大学校及び信州大学と協定を
締結し、交流を図っています。

２年生 国内研修（北海道：パイロットフォレスト）
スタートライン

メッセージ

寮生活・クラブ活動

1年生 屋久島研修

大自然と、そしてかけがえのない仲間達と
24時間を共にする充実の2年間。
「林業大学校に来て良かった」と
卒業生が口を揃えるのは、「楽しい寮生活」!!

他校との交流事業 他校との交流事業 

２年生 山の環境学（上高地） 　ハスクバーナトップガン研修

スキー教室

長野県林業総合センター 信州大学農学部

長野県上松技術専門校 INADANI SEES　三林大対抗伐木選手権大会

雪灯りの散歩路

　木曽こども園との交流

木曽谷・伊那谷フォレストバレー

そうだ！林大に行こう！
　父の影響で幼いころから山や川、森に行く機会が多
く、気が付いたら自然が好きになっていました。自然
の中で働きたいと思っていた私は、小学生の時に初め
て林業という職があることを知って以来ずっとあこが
れを持っていました。高校は普通科に進んだものの夢
を諦めきれず、林業の世界へ飛び込むことを決意しま
した。先にも述べた通り私は普通科だったため、林業
について何も知りません。そこで一から幅広い専門的
な知識を学べ、卒業後も役に立つ技術の習得や資
格、免許の取得ができる長野県林業大学校への入学
を決めました。
　林業大学校は全寮制を取っており、入学当初はとて
も不安でした。しかし四六時中仲間と一緒にいるとい

う環境がむしろコミュニケーションをとる絶好の環境
であり、元々人と話すのが苦手だった私を成長させてく
れるきっかけとなりました。今ではなんでも言い合える
かけがえのない存在です。
　授業では樹木を100種類覚えたり、泊まり込みで炭
を焼いたり、チェーンソーの技術を学んだり楽しいこと
が盛り沢山で、充実した日々を送っています。また、１
年時に行く屋久島研修では人生で１度見られるかどう
かぐらいの激レア縄文杉を見ることができます。
　大自然の中で学び、技術を高め、一生の友達たちと
馬鹿出来る、忘れられない思い出がたくさんできる、そ
んな学校です。ぜひ林業を志す皆さん、楽しい学生生
活を送ってみませんか？

「木曽路はすべて山の中」と言う様に、我らが林大も
深い山の中にあります。豊かな自然と古き良き木造建
築の建ち並ぶこの場所は、林業を学ぶに最適な場所。
そう思い私は平成31年にこの学校へ入学しました。
　私は現在、現場作業員として林業に従事しています
が、林大で学んだ事は全て無駄では無かったと感じて
います。例えば、土壌学や樹木医学などの知識を用い
ると伐採前に立木の状態が予測できるため、それに応
じた方法で安全に作業する事ができます。他にも木材
の授業で学ぶ樹種毎の材の特性は伐採時に役立ちま
すし、木材の利用方法に関する知識は造材時にも役立
ちます。またトップガン研修や実習等では実際の作業
で必要となる基礎技術を身に付ける事ができます。

　そんな様々な講義がある林大ですが、私にとって何
より大事で、何より楽しかったのが二年間の寮生活で
す。友人と街へ遊びに行ったり、食事に行ったり、温泉
巡り、ドライブ、山遊びに川遊び、林業について語り合
う等々、とても貴重で濃密な時間を過ごす事ができま
した。今もこの時の友人や先輩と会って話す事が有り
ますが、皆様々な形で林業に携わっており、毎度新鮮
な話を聞く事ができてとても楽しいです。
　長野県林業大学校は専門的な知識 • 技術を学べる
だけでなく、人間関係含め充実した日々を過ごせる非
常に恵まれた環境が整っている場所です。皆さんもこ
こから素晴らしい林業ライフをスタートさせてみませ
んか？

令和2年度 卒業生

菅野 樹央
〈長野森林組合〉

（令和7年度計画）

令和7年度 2年生

伊藤 千紘
（46期生）
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